
様式第１号 

令和３年度 学校経営計画書   

学校番号 11 学 校 名 静岡県立藤枝特別支援学校 校 長 名 山田 伸代 

１ 目指す学校像 
(1) 教育目標 

   『「ひびき合い つくり合う」中で、自立に向けて力強く生きる人を育てる』 
   ～児童生徒が、地域社会の中で自立した生活ができるようにするために、安全・安心な学校生活を基盤

に、周りの人たちと豊かに関わり、自分らしく力強く生きる人を育てる～ 
 (2) 目標具現化の柱 
  ア 命を守り、人権を尊重した安全・安心な学校づくり（安全・安心）  
  イ 教職員が効率よく業務を行い、児童生徒の学びを支えるための学校づくり（安全・安心） 
  ウ 一人一人の確かな成長と発達を支える授業づくり（授業） 
  エ 児童生徒、保護者、地域、関係機関とつくり合う学校づくり（連携） 

２ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）＊「業務改善」についても記入する。 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

 

ア 

・ 

イ 

安

全

・

安

心 

教職員の高い人
権意識の醸成と
自己肯定感や人
権意識の高い児
童生徒の育成 

・児童生徒主体の安心できる

学校生活づくり 

・発達段階に応じた人権教育

の充実 

・学校を信頼し安心して教育を任せ

られる保護者 100％ 

・自他の人権を大切にする態度や行

動ができた教職員 100％ 

生徒指導
学部 

 

児童生徒の事故
防止のための学
習環境の整備や
校内の設備点検
及び危機管理体
制の整備と共有 

・様々な想定での訓練の実施

と緊急時への対応の整備 

・ヒヤリハットの共有 

・学習環境の整備 

・各種訓練に対し、自分の役割が分

かり、危機意識が高まった教職員

100％ 

・安全点検や環境整備により、重大

事故０ 

防災 

生徒指導 

保健給食 

総務 

体育 
業務の効率化と
精選による業務
改善 

・年間の教育課程の工夫によ

り事務処理時間の計画的な

確保 

・授業準備や教材づくりに時間を有

効に活用することができた教職

員 90％以上 

学部 

ウ 

 

授

業 

個別の教育支援
計画と個別の指
導計画に基づい
た授業実践と確
かな成長を実現
するための授業
の充実と教職員
の専門性の向上 
 

・「ともに学び、力強く活動す

る人を育てる」をテーマと

した校内研修の実施 

・年間指導計画の評価と改善 

・教材教具の整理や ICT 機器

の活用 

 

・思考の流れに沿う学習過程を大切

にした授業実践により、子どもの

確かな成長が実感できる教員

100％ 

・各教科等の指導目標や学習内容を

確認し、年間指導計画や個別の指

導計画の立案ができた教員 90％

以上 

研修 

教務 

自立活動 

情報教育 

学部 

・学習会等の実施や日々の指

導の充実のための OJT の活

用 

・OJT を活性化し、指導力の向上に

つながった教員 90％以上 

エ 

 

連

携 

就学前から卒業
後までの一貫し
た相談支援体制
の確立 

・保護者や関係機関と連携し

た支援体制と進路指導の充

実 

・「進路体系図（手引き）」の作成に

より児童生徒の発達段階に合っ

た進路学習の押さえを理解し指

導に活かす教員 90％以上 

・学年会や支援会議等で児童生徒の

対応策を考え実践できた教員 90%

以上 

進路 

地域連携 

地域資源を活用
した共生社会を
目指し、保護者、
関係機関、地域と
の連携・協働体制
の充実 
 

・学校間交流、「交流籍」を活

用した交流および共同学習

の充実 

・交流関係者（相手校・保護者・担

当者）が目的を理解し、有意義な

活動ができたと答える教職員

90％以上 

地域連携 

進路 

情報教育 

総務 

図書表現 ・作業製品の販売、ボランテ

ィア活動や学習展示、HPの

充実等、地域への積極的な

発信 

・学校を理解してもらうために効果

的に発信ができたと答える教職

員 90％以上 

・学校評議員会から学校運営

協議会への移行に向けての

準備 

・学校運営協議会についての理解と

方針の確立 

企画会 


